
。
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、
嵐

Ｉ
Ｉ
ｒ
勘

り
ょ
う
脚
叩

津
山
市
領
家
に
あ
る
領
家
遺
跡
は
、
吉
井
川
支
流

の
久
米
川
左
岸
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
弥
生
時
代
中

期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
・
遺
物
が
重
屑

的
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
中

国
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
に
先
立
っ
て
、
昭
和
妬
年

（
１
９
７
１
）
度
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遺
跡
所
在
地
の
東
に
は
白
鳳
時
代
の
寺
院
跡
で
あ

く
め
は
い
じ

る
久
米
廃
寺
跡
（
県
指
定
史
跡
）
が
隣
接
し
、
さ
ら

ぐ
ん
が

に
そ
の
東
に
久
米
郡
簡
跡
‐
し
」
推
定
さ
れ
る
宮
尾
遺
跡

も
あ
り
、
調
査
当
初
か
ら
そ
れ
ら
の
近
隣
遺
跡
と
の

関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
安
定
し
た
生

活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
古
墳
時
代

後
期
の
鍛
冶
炉
と
思
わ
れ
る
遺
構
も
発
見
さ
れ
る
な

ど
、
久
米
郡
簡
・
久
米
廃
寺
の
創
設
以
前
か
ら
栄
え

た
集
落
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
か
も
、

そ
の
後
の
奈
良
～
平
安
時
代
の
遺
構
で
は
、
礎
石
建

物
跡
や
緑
利
陶
器
片
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
久
米

郡
簡
や
久
米
廃
寺
を
成
立
さ
せ
た
有
力
者
の
集
落
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
遺
跡
の
上
を
東
西
に
中
国
自
動
車
道

が
走
り
、
日
々
数
多
く
の
車
両
が
せ
わ
し
な
く
通
過

し
て
い
ま
す
。
（
小
島
）

妙
患 戸

9

伊

■

一
．
Ｆ

「｡
領家遺跡南東方向からの遠景(;lIIli面中央の丘陵の南東斜面）

道の駅久米の処の南方より臨む
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◆
中
世
部
会

（
部
会
長
”
三
好
委
員
、
副
部
会
長
“
久
野
委
員
）

資
料
編
に
向
け
順
次
資
料
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
７
月
に
は
、
京
都
賀
茂
別
雷
神
社
で
旧
久
米

町
の
倭
文
庄
関
連
の
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
と
７
月
に
部
会
を
開
き
、
資
料
編
に

掲
載
す
る
資
料
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。 ◆

古
代
部
会

（
部
会
長
”
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
“
今
津
委
員
）

５
月
⑬
日
に
部
会
を
開
催
し
、
掲
載
す
る
資
料

の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
に
は
中
世
部
会

と
の
合
同
部
会
を
開
催
し
、
資
料
編
の
出
版
に
向

け
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
優
酎
河
本
委
員
、
副
部
会
長
や
可
児
委
員
）

７
月
別
日
に
通
史
編
の
部
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
執
筆
者
か
ら
は
、
旧
石
器
か
ら
縄
文
時
代
に

う
つ
る
年
代
観
な
ど
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
の

か
、
鉄
や
須
恵
器
生
産
は
古
墳
時
代
か
ら
古
代
以

降
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

記
述
す
る
の
か
な
ど
、
他
の
部
会
と
の
調
整
が
必

要
な
事
項
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
協
議
が
必
要
で
す
。

都
会
通
嬉

◆
民
俗
部
会

（
部
会
長
叩
前
原
委
員
、
副
部
会
長
亜
安
倉
氏
）

８
月
末
に
部
会
を
開
催
し
、
秋
祭
り
の
調
査
計
画

な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。

民
話
編
に
関
し
て
は
、
調
査
録
音
を
文
字
に
起
こ

し
た
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
分
類
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

◆
近
世
部
会

（
部
会
長
邸
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
“
在
間
委
員
）

３
月
の
安
井
家
文
書
の
選
別
会
で
の
絞
り
込
み
結

果
を
受
け
、
今
年
度
中
に
候
補
資
料
を
撮
影
し
ま
す
。

９
月
に
は
部
会
を
開
き
、
資
料
編
・
通
史
編
の
章
立

て
に
関
し
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。
並
行
し
て
、
引

き
続
き
個
人
所
蔵
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。◆

近
現
代
部
会

（
部
会
長
》
在
間
委
員
、
副
部
会
長
函
香
山
委
員
）

５
月
皿
日
に
部
会
を
開
催
し
、
資
料
編
の
掲
載
資

料
絞
り
込
み
作
業
の
方
針
や
、
借
用
予
定
の
資
料
の

調
査
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
７
月
躯
日
・

羽
日
に
は
市
内
の
多
胡
本
家
酒
造
場
か
ら
借
用
し
た

資
料
の
調
査
会
を
開
催
、
近
世
～
近
現
代
の
大
量
の

資
料
の
目
録
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
執
筆

者
各
自
の
佃
別
調
査
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

イ

中世部会：賀茂別雷神社での資料調査

属勝｢丁室

劃

２

近現代部会：多胡酒造資料の調査会

Ｉ

、

〆
』 、

〆
』

b
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－ｰ

公聴
蝋異



捗
網
璽
悲
沖
湧
呼
椎

津
山
藩
松
平
家
文
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
図
類
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
「
備
中
国
川
上
郡
吹

屋
村
吉
岡
銅
山
同
国
同
郡
丸
山
村
北
方
銅
山
見
渡
絵
図
」

（
写
真
①
）
が
あ
り
ま
す
。
津
山
藩
関
係
の
文
書
の
中
に
、

な
ぜ
備
中
に
あ
っ
た
銅
山
の
絵
図
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

吉
岡
銅
山
は
、
大
同
二
年
（
八
○
七
）
の
開
坑
と
伝
え

ら
れ
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
泉
屋
（
住

友
家
）
が
請
け
負
っ
て
経
営
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
の
大
塚
家
が
請
け
負
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
経
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
好
余
曲

折
を
経
て
天
明
頃
に
は
請
け
負
い
を
返
上
し
て
い
ま
し

灸
握
駕
鼻
Ｉ

●
資
料
紹
介
①

吉
岡
銅
山
関
連
資
料

写真①「備中国川上郡吹屋村吉岡銅山・
同国同郡丸山村北方銅山見渡絵図」(部分）

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
吉
岡
銅
山
が
あ
っ
た
吹
屋
村
（
現
．

高
梁
市
成
羽
町
吹
屋
）
は
、
久
世
代
官
所
に
赴
任
し
て
い

た
早
川
代
官
所
符
の
村
に
な
り
ま
し
た
。
早
川
代
官
は
、

吉
岡
銅
山
の
状
況
を
把
握
、
幕
府
に
報
告
し
、
幕
府
は
大

塚
家
に
よ
る
銅
山
経
営
を
再
開
さ
せ
、
水
抜
き
普
請
を
開

始
し
ま
し
た
書
成
羽
町
史
』
、
永
山
卯
三
郎
箸
「
早
川
代
官
」

他
）
。
こ
の
普
請
の
途
中
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
、

津
山
藩
は
備
中
国
川
上
郡
・
阿
賀
郡
の
一
部
の
幕
府
直
轄

領
を
預
地
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
尾
島

治
「
津
山
藩
の
預
地
」
一
・
博
物
館
だ
よ
り
』
恥
型
）
。
こ
の

と
き
吹
屋
村
も
津
山
藩
の
預
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
吹

屋
村
の
吉
岡
銅
山
の
絵
図
（
写
真
①
）
が
津
山
藩
に
の
こ

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

津
山
藩
の
預
地
に
な
っ
て
も
、
水
抜
き
普
請
は
続
き
ま

し
た
。
こ
の
普
請
は
、
運
上
銀
と
大
塚
家
の
銀
を
合
わ
せ

て
他
へ
貸
し
出
し
、
そ
の
利
銀
に
よ
っ
て
進
め
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
吹
屋
村
が
津
山
藩
の
預
地
に
な
っ
た
と
き
、

こ
の
金
銭
の
管
理
は
一
旦
生
野
代
官
所
に
移
さ
れ
ま
す

が
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
は
津
山
藩
の
預
所
役
所

で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
永
山
卯
三
郎
著
『
早

川
代
官
』
）
。
津
山
藩
の
預
所
役
所
が
ど
の
よ
う
に
管
理
し

て
い
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

東
万
里
子

「

た
だ
、
備
中
の
預
所
の
代
官
や
奉
行
を
歴
任
し
た
津
山
藩

士
・
中
沢
仁
兵
衛
の
残
し
た
資
料
の
中
に
、
吉
岡
銅
山
大

塚
定
三
郎
が
課
い
た
伺
普
が
あ
り
（
写
真
②
、
中
沢
夏
樹

氏
蔵
・
当
館
寄
託
）
、
そ
の
一
部
を
少
し
知
る
事
が
で
き

ま
す
。こ

の
伺
書
に
は
、
「
御
手
当
貸
付
利
銀
」
に
つ
い
て
、

渡
し
て
も
ら
え
る
は
ず
の
利
銀
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
旨
、
銅
代
前
貸
に
よ
る
拝
借
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
交
渉
を
し
て
く
れ
た
率
を
感
謝
し
て
い
る
旨
、

こ
れ
か
ら
は
出
銅
量
に
応
じ
た
冥
加
銀
を
上
納
す
る
の

で
、
御
役
所
で
便
利
の
良
い
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
旨
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
次
頁
へ
裁
く
）

。
も
つ
鯉
亙
珍
１
３
令
川
狼
弱
‐
ｆ
１
冊
１
Ｊ
燃
獅

呼
腫
Ｊ
１
Ｊ
－
ｉ

1２

‐
Ｉ

■

彦
側
川
小
４

写真③「出銅冥加銀請払帳」

●
写真②「御伺書Ｉ

す
拡
仁
鞍
〃

尋



可

大
塚
定
三
郎
の
冥
加
銀
に
つ
い
て
は
、
当
時
預
所
の
代

官
で
あ
っ
た
津
山
藩
士
の
堀
江
建
造
が
「
大
塚
定
三
郎
出

銀
請
払
帳
」
（
中
沢
夏
樹
氏
蔵
・
当
館
寄
託
）
を
書
き
残

し
て
い
ま
す
。
こ
の
帳
面
を
引
き
継
い
で
、
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
、
同
じ
く
預
所
代
官
と
な
っ
た
中
沢
仁
兵
衛

が
「
出
銅
冥
加
銀
請
払
帳
」
（
写
真
③
、
中
沢
夏
樹
氏
蔵
．

当
館
寄
託
）
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
帳
面
か
ら
、

受
け
取
っ
た
冥
加
銀
か
ら
毎
年
宮
地
村
へ
手
当
を
渡
し
た

｡

椛舗識、臭面固
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設計書類のうち青焼きの旧市庁舎寸而回

資料紹介②’ |日津山市庁舎設計書類 残
り
に
つ
い
て
、
貸
付
を
行
っ
て
運
用
を
し
て
い
る
様
子

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

吉
岡
銅
山
と
津
山
藩
に
つ
い
て
、
絵
図
や
津
山
藩
士
の

家
に
の
こ
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な

い
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
預
地
に
関
す
る
金
銭

に
つ
い
て
は
銅
山
以
外
に
も
複
数
の
種
類
が
あ
り
、
複
雑

な
管
理
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
で
す
。

この資料は、今は郷土博物館として使われている旧津山市庁舎を

建設する際の設計書類です。施設・設備・部屋などの数．寸法や各

種工事の仕様を定めた全２０丁の設計書と、配置図や平面・立而剛

をはじめとする青焼き図面全９枚から成ります。

５
月
即
日
第
１
回
中
世
部
会

一
藍
墓
童
書
附
周

聯
津
山
市
倣
舟

Ili制施行から間もない昭和８年（1933）に

竣工したこの庁舎は、昨年度の診断で耐震性

に問題があると判明しました。耐震診断の際

にこの設計書類も参照されましたが、これか

らの市史編さん事業においても、大いに参照

し活用すべき大切な資料です。（小島）

雁
・
詣
造
手
廷
月

卜

卿，

旧市庁舎設計書類の表紙

編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
四
年
４
月
～
）

「

大
塚
利
昭
元
岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館
館
長

※
近
現
代
各
部
会
の
執
筆
者
と
し
て
、
新
た
に
左
の

『津山市史研究』第３号販売中 ６
月
肥
日

美
作
学
講
座
第
１
回

７
月
弱
日
考
古
通
史
編
打
合
せ
会

７
月
躯
・
羽
日
多
胡
酒
造
近
現
代
資
料
調
査

７
月
羽
日
第
２
回
中
世
部
会

７
月
９
～
Ⅱ
日
京
都
上
賀
茂
神
社
中
世
文
書
調
杏

･森俊弘「美作国守護代の歴史的展開」

５
月
ｕ
日
第
１
回
近
現
代
部
会

５
月
週
日
第
１
回
古
代
部
会

深見かづみ「津山地区における

方
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ジャージー牛の消長」

３月に発行した第３号の内容は下記のとおりです。

創刊号・第２号とともに郷土博物館で販売していま

す（価格：各号とも１冊８００円)。

（
敬
称
略
）

Ｌ

･尾島治「津山の城下町における

小島徹「美作国絵図の描画内容の変遷」

作人の形成と町作」

』



会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
高
速
自
動

車
道
の
高
架
下
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
白
鳳
時
代
の
寺
院

く
め
は
い
じ

跡
久
米
廃
寺
の
西
に
隣
接
し
て
あ
り
ま
し
た
。
カ
マ
ド
は

古
墳
時
代
に
な
っ
て
出
現
し
た
、
新
た
な
生
活
様
式
を
示

す
遺
構
や
遺
物
で
、
竪
穴
住
居
に
造
り
付
け
ら
れ
た
も

の
と
、
持
ち
運
び
が
で
き
る
移
動
式
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
領
家
辿
跡
の
竪
穴
住
居
に
造
り
付
け
ら
れ

た
も
の
を
主
と
し
て
み
ま
す
。
領
家
遺
跡
の
カ
マ
ド
に
つ

い
て
は
、
報
告
書
で
は
縮
尺
５
０
０
分
１
の
「
古
墳
時
代

の
遺
構
」
・
同
２
０
０
分
１
の
「
遺
構
配
置
」
、
「
住
居
靴

一
覧
表
」
、
「
写
真
図
版
」
と
数
行
の
報
文
を
参
考
に
し

ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
よ
り
ま
す
と
古
墳
時
代
の
住
居
は

北
か
ら
延
び
て
き
た
丘
陵
先
端
部
の
斜
面
に
所
在
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
竪
穴
住
居
は
斜
面
下
方
が
削
平
さ

れ
、
住
居
平
而
が
完
全
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
他
の
住
居
と
重
複
し
て
切
り

合
い
を
な
す
も
の
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
先
の
表
に
よ

る
と
加
軒
ば
か
り
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
時
期
は
５
世

紀
代
の
も
の
１
軒
で
、
他
は
６
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀

前
半
に
属
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中

で
カ
マ
ド
を
有
し
た
も
の
は
、
６
世
紀
後
半
と
さ
れ
る

竪
穴
住
居
塑
号
と
犯
号
、
そ
れ
に
７
世
紀
前
半
と
さ
れ

る
竪
穴
住
居
哩
号
で
す
。
こ
れ
ら
は
平
面
方
形
を
な
す

津
山
市
史
考
古
部
会
で
は
、
市
内
の
遺
跡
で
発
掘
調
査

し
、
報
告
書
を
刊
行
し
た
も
の
を
、
旧
石
器
時
代
か
ら
近

世
ま
で
を
対
象
に
、
１
遺
跡
を
時
代
ご
と
に
は
ぎ
取
る
よ

う
に
遺
構
と
遺
物
を
抜
き
出
し
て
、
そ
の
概
要
を
図
面
付

き
で
ま
と
め
、
通
史
だ
け
で
な
く
遺
跡
・
遺
物
の
理
解
の

手
ほ
ど
き
と
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
内
容
の
『
考
古
資
料

編
』
の
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

り
ょ
う
け

か
ま
ど

そ
う
し
た
中
で
気
に
な
っ
た
一
つ
に
領
家
遺
跡
の
寵

（
以
下
カ
マ
ド
と
書
き
ま
す
。
美
作
で
は
「
ク
ド
」
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
）
が
あ
り
ま
す
。
領
家
遺
跡
（
注
１
）

は
津
山
市
久
米
町
（
旧
久
米
郡
久
米
町
）
に
所
在
し
た
遺

跡
で
す
。
中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
い
１
９
７
１
か

ら
１
９
７
２
（
昭
和
“
）
年
に
か
け
て
岡
山
県
教
育
委
員

河
本

研究ノート

龍
‐
カ
マ
ド
ー
雑
感
‐
領
家
遺
跡
の
報
告
書
か
ら
‐

焼
部

第１図造り付け壷の各部名称

（出典文献ｌ）

第２図竪穴住居２４号寵（北西から）（出典文献５）

一
，
烏
郡
）

ず
一
一
‐
ｉ
』

圭
胃

、
、
ノ

竪
穴
住
鵬
の
一
辺
の
壁
体
に
カ
マ
ド
を
造
り
付
け
て
い

ま
す
。
逆
存
状
態
の
良
い
竪
穴
住
隅
型
号
は
、
一
辺
４
．

６
５
×
４
．
８
５
ｍ
の
方
形
で
、
主
柱
４
本
か
ら
な
る
イ

エ
で
す
。
カ
マ
ド
は
そ
の
両
南
辺
の
錐
体
の
中
央
付
近
を

利
用
し
て
築
い
て
い
ま
す
。
カ
マ
ド
の
上
部
は
、
後
世
の

削
平
に
よ
り
壊
れ
て
い
ま
す
が
、
基
礎
部
分
を
な
す
本
体

下
部
を
残
し
て
い
ま
す
。
報
文
で
は
「
砂
を
混
入
し
た

粘
土
で
土
手
状
の
高
ま
り
を
ハ
字
状
築
き
、
中
に
高
さ

５
．
８
ｍ
の
土
師
器
高
杯
を
ふ
せ
て
支
脚
と
し
て
い
た
」

（
注
２
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
報
告
害
で
は
写
真
の
み
で

図
面
が
な
い
の
で
、
そ
の
規
模
の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ



〃
〃
″
〃
／

ん
。
し
か
し
、
現
在
で
は
他
の
遺
跡
の
調
査
事
例
か
ら
大

方
は
予
測
で
き
ま
す
。
参
考
の
た
め
に
津
山
市
二
宮
で
洲

お
お
び
ら
き

木
“
し
た
、
大
洲
遺
跡
（
注
３
）
の
竪
穴
住
一
層
の
側
面
を

掲
戦
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
住
居
の
北
辺
の
壁
体
に
、
耕

土
で
住
居
内
に
．
字
状
に
開
く
土
手
（
袖
と
い
い
ま
す
）

を
築
い
て
、
カ
マ
ド
本
体
を
造
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き

さ
は
両
袖
外
幅
間
約
帥
叫
奥
行
き
帥
皿
弱
で
す
。
焚
口

と
燃
焼
部
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
体
上
部
の
婆
や
鍋
を

掛
け
る
、
掛
け
口
は
壊
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
マ
ド
本
体

か
ら
外
に
細
長
く
延
び
て
い
る
の
が
煙
道
部
で
、
長
さ
約

１
０
０
ｍ
を
測
り
ま
す
。
領
家
遺
跡
で
は
、
高
杯
を
伏
せ

瞬
い
て
支
脚
と
し
た
と
こ
ろ
が
燃
焼
部
で
あ
り
、
薪
が
最

も
良
く
燃
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
煙
道
は
、
写
．
真
で
は
住
隔

の
壁
外
を
掘
っ
た
状
況
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
場
合

は
住
居
外
に
設
け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
竪
穴
住
居
犯

号
は
、
型
号
住
居
の
南
東
下
方
別
、
ば
か
り
の
位
置
に
あ

り
ま
す
。
カ
マ
ド
は
北
辺
の
壁
体
に
築
い
て
い
ま
す
。
写

真
で
は
壁
体
か
ら
外
に
向
け
て
溝
状
に
細
く
掘
っ
て
い
る

研究ノート

第３図住居と造り付け霊

(出典文献２）

進
構
が
看
取
で
き
ま
す
の
で
、
大
開
進
跡
と
同
様
に
煙
道

は
住
居
の
外
に
延
び
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
竪
穴

住
居
皿
号
は
、
別
号
住
居
の
西
に
隣
接
し
て
所
在
し
て
い

ま
し
た
。
カ
マ
ド
は
北
辺
の
壁
体
に
築
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
す
で
に
壊
さ
れ
て
い
て
詳
細
は
不
明
で
す
。

領
家
遺
跡
で
は
、
６
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
前
半
に
か

け
て
数
軒
単
位
か
ら
な
る
世
帯
を
形
成
し
、
生
活
を
維
持

し
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
カ
マ
ド
を
有
し

た
も
の
は
６
世
紀
後
半
で
２
軒
、
７
世
紀
前
半
で
１
軒
の

み
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
図
版
８

１
２
で
は
「
２
区
中
畑
，
須
悪
器
・
寵
破
片
」
と
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
、

持
ち
運
び
の
で
き
る
土
師
質
の
移
動
式
の
カ
マ
ド
も
使
わ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
領
家
遺
跡
の
カ
マ
ド
が
調
査
さ
れ
た
１
９
７
１

か
み
や

（
昭
和
“
）
年
の
翌
年
に
は
、
美
作
町
上
相
遺
跡
で
同
じ

中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
調
査
で
、
古
墳
時
代
後

期
の
竪
穴
住
居
が
２
軒
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
住

居
も
造
り
付
け
カ
マ
ド
を
築
い
た
も
の
で
し
た
。
調
査
者

松
本
和
男
氏
は
、
報
告
響
で
「
領
家
辿
跡
で
は
、
岡
山
県

で
簸
初
に
カ
マ
ド
が
検
出
さ
れ
た
」
（
注
４
）
と
注
記
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
あ
ま
り
気
に
と
め
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
資
料
編
作
成
作
業
で
、
領
家
遺
跡
の
カ
マ

ド
は
県
内
初
出
例
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
岡
山

県
の
遺
跡
調
査
史
（
考
古
学
史
）
で
は
記
録
す
べ
き
事
例

で
す
。
た
だ
遺
構
の
実
測
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
が

残
念
で
す
。

今
日
で
は
、
造
り
付
け
カ
マ
ド
は
古
噛
時
代
の
５
世
紀

く
ぼ
き
や
く
し

つ

前
半
に
は
総
社
市
窪
木
薬
師
遺
跡
（
注
５
）
や
岡
山
市
津

で
ら寺

遺
跡
（
注
６
）
で
調
査
さ
れ
、
カ
マ
ド
と
と
も
に
須
悪

こ
し
き

ら
よ
・
フ
ど
う
か
め

器
や
土
師
器
の
甑
と
セ
ッ
ト
関
係
を
な
す
長
胴
饗
な
ど
を

と
も
な
っ
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
カ
マ
ド
は
６
世
紀
か
ら
７
世
紀

代
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
遺
跡
の
ほ
か
に
も
多
く
の
遺
跡
で

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
作
地
域
で
も
、
そ
の
後
の
調

査
で
、
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
苫
田
ダ
ム
水
没
地
の
調
査
で
は
、
河
原
石
に

；ＩＺノ'’

６

２）

|Ｉ

(出典文献４）

、±師質長胴雲（出』

士師器甑（出典文献

士師器鍋（出典文献
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１第
４０

改巻
変

よ
る
石
組
の
カ
マ
ド
を
設
け
た
、
７
世
紀
代
の
竪
穴
住
居

を
検
出
す
る
な
ど
特
徴
あ
る
集
落
を
調
査
し
て
い
ま
す

（
注
７
）
。
し
か
し
、
７
世
紀
後
半
か
ら
８
世
紀
に
か
け

ほ
っ
た
て
ぱ
し
ら
た
て
も
の

て
、
住
居
形
態
は
竪
穴
か
ら
平
地
式
の
掘
立
柱
建
物
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
造
り
付
け
カ
マ
ド
は
竪
穴

住
居
と
と
も
に
消
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
持
ち
運
び
の

で
き
る
土
師
質
の
移
動
式
カ
マ
ド
な
ど
に
移
行
す
る
よ
う

で
す
。と

も
あ
れ
、
今
の
と
こ
ろ
美
作
地
域
へ
の
造
り
付
け
カ

マ
ド
の
受
け
入
れ
は
県
南
よ
り
遅
く
、
６
世
紀
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
集
落
の
中
の
世
帯
の
一
部

で
あ
っ
て
も
、
甑
と
饗
で
米
な
ど
を
蒸
す
調
理
法
も
受
容

さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
当

時
の
ム
ラ
社
会
の
生
活
様
式
の
新
た
な
変
革
と
し
て
注
目

さ
れ
ま
し
ょ
う
。

４
松
本
和
男
ほ
か
「
上
相
遺
跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文
２
注
３
文
献
第
卵
図
・
第
副
図
改
変

化
財
発
掘
調
査
報
告
３
」
岡
山
県
教
育
委
員
会
３
浅
倉
秀
昭
ほ
か
「
高
塚
遺
跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文
化

２
注
１
よ
り

３
行
田
裕
美
ほ
か
「
大
開
遺
跡
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
第
瓢
集
』
津
山
市
教
育
委
員
会

注

１
栗
野
克
己
ほ
か
「
領
家
遺
跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
８
』
岡
山
県
教
育
委
員
会

１
９
９
４

１
９
７
５

１ ７
弘
田
和
司
ほ
か
「
久
田
原
遺
跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
１
８
４
』
岡
山
県
教
育
委
員
会

１
９
７
３

財
発
掘
調
査
報
生
ロ
１
５
０
』
岡
山
県
教
育
委
員
会

５
島
崎
東
ほ
か
「
窪
木
薬
師
遺
跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
２
０
０
０
第
１
２
１
５
図
改
変

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
鍋
』
岡
山
県
教
育
委
員
会
４
日
下
隆
春
「
杉
遺
跡
」
『
奥
津
町
埋
蔵
文
化
財
発

１
９
９
３

掘
調
率
且
報
告
４
』
岡
山
県
奥
津
町
教
育
委
員
会

６
亀
山
行
雄
ほ
か
「
津
寺
遺
跡
３
」
「
岡
山
県
埋
蔵
文
２
０
０
０
図
別
改
変

化
財
発
掘
調
査
報
告
１
０
４
』
岡
山
県
教
育
委
員
会
５
注
１
文
献
図
版
弱
の
１
改
変

研究ノート

亀
山
行
雄
氏
は
「
結
語
古
城
時
代
の
竪
穴
住
居

カ
マ
ド
」
で
は
カ
マ
ド
の
煙
道
を
Ａ
類
．
Ｂ
類
に
分
類

し
、
Ａ
類
は
住
居
内
で
お
さ
ま
る
も
の
で
、
古
墳
時
代

で
も
比
較
的
古
い
時
期
の
も
の
が
多
く
、
Ｂ
類
は
住
居

外
に
延
び
る
形
式
の
も
の
で
、
古
噛
時
代
中
期
後
半
以

降
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
住
居
に
多
い
と
し
て
い
る
。

２
０
０
４

記
号
は
Ｂ
類
と
な
る
。

２
２
３
～
２
２
４
頁
．

１
９
９
６図

の
出
典
文
献

杉
井
健
「
篭
の
地
域
性
と
そ
の
背
景
」
『
考
古
学
研
究
」

如
巻
第
１
号
考
古
学
研
究
会
１
９
９
３
図

こ
れ
に
従
え
ば
領
家
遺
跡
型
号
住
居
は
Ａ
類
か
。

み
、

（
市
史
編
さ
ん
委
員
・
考
古
編
担
当
）

７



聖

、〆

〆

美
作
学
講
座

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）
・
美
作
大
学
共
催

今
ご
あ
ん
な
い

○
第
４
回
皿
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
釦
分
～
３
時

○
第
３
回
皿
月
羽
日
（
日
）
午
後
１
時
釦
分
～
３
時

？演
題
》
「
美
作
国
風
俗
間
状
答
」
に
み
る

講
師
》
山
下
香
織
氏
（
津
山
市
史
近
世
編
執
筆
者
）

演
題
罪
津
山
藩
主
松
平
家
の
明
治
維
新

講
師
函
尾
品
治
（
津
山
市
史
編
さ
ん
室
室
長
）

１
版
籍
奉
還
後
の
土
地
集
積
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

ｌ
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
Ｉ

江
戸
時
代
の
年
中
行
事 第１回の会場の様子

入 烈

第
１
回
「
源
平
内
乱
と
美
作
国
」
６
月
旧
日
開
催

前
原
茂
雄
氏
（
編
さ
ん
委
員
／
中
世
・
民
俗
編
担
当
）

毎
年
好
評
の
「
美
作
学
講
座
」
は
、
今
年
度
も
「
津
山
市
史
関
連
研
究
か

ら
」
と
題
し
て
、
４
回
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
初
回
の
講
師
と
し
て
、
前
原
茂
雄
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
前
原

氏
は
、
現
在
蒜
山
郷
土
博
物
館
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
津
山
市
史
で
は
、
編

さ
ん
委
員
・
民
俗
部
会
長
・
中
世
編
執
筆
者
と
し
て
、
調
査
・
執
筆
を
進
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
（
い
わ
ゆ
る
源
平
内
乱
）

が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
な
か
で
、
美
作
国
で
は
何
が
生
じ
て
い
た

の
か
、
内
乱
の
前
後
の
状
況
も
含
め
て
、
当
時
の
資
料
を
も
と
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
は
、
日
本
が
史
上
初
め
て
経
験
し
た
全

国
規
模
の
国
内
戦
争
で
あ
り
、
全
岡
各
地
に
大
き
な
影
粋
を
及
ぼ
し
た
こ
と

を
説
明
さ
れ
、
そ
の
上
で
、
当
時
の
美
作
国
に
つ
い
て
本
格
的
な
分
析
が
な

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
内
乱
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
安
後
期
の
平
氏
は
、
瀬
戸
内
沿
岸

だ
け
で
な
く
、
内
陸
部
に
も
深
く
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
内
乱
の
影
料
で
、
美
作
国
各
所
で
既
得
権
が
動
揺
・
崩
壊
し
、
新

し
く
勃
興
・
進
出
し
た
勢
力
の
介
入
が
開
始
す
る
様
子
を
、
資
料
を
も
と
に

鮮
や
か
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

内
乱
後
は
、
平
氏
政
権
か
ら
交
替
し
た
頼
朝
政
権
に
よ
る
関
与
が
進
む
一

方
で
、
旧
勢
力
を
温
存
し
た
支
配
も
行
っ
て
お
り
、
混
乱
が
続
い
た
こ
と
を

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
長
期
に
わ
た
る
政
治
的
混
乱
が
、
農
民
や
村
落
生
活
に
重
大
な

影
響
を
与
え
、
救
済
・
祈
り
の
庶
民
化
に
よ
り
新
し
い
仏
教
勢
力
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
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